
【研究課題名】 

ヒトゲノム・遺伝子解析による肝疾患の網羅的検討 

 

【研究概要】 

肝疾患患者の手術検体から DNA を抽出し、次世代シーケンサーを用いて網羅的解析を行う。解析によっ

て疾患に特徴的な遺伝子異常を調べる。また、異常のある遺伝子の中から細胞の癌化を引き起こす原因

遺伝子を見つけ出し、見つかった遺伝子については、分子生物学的手法を用いて機能解析を行い、癌発

生メカニズムの解析、および新規治療薬の開発につなげる。 

 

【本研究の目的・医学的意義】 

肝細胞癌はウイルス性肝炎を背景として出現することが多いが、その予後及び治療効果は様々である。

近年、次世代シーケンサーの登場により網羅的ゲノム解析が可能となり、C 型肝炎やある種の癌では、

特定の遺伝子により治療反応性や副作用出現の程度が予想できるようになってきた。肝疾患患者におい

て網羅的研究を行うことにより、既知の遺伝子のみならず、新たな遺伝子を見出すことが可能であり、

その結果の日常診療に与えるインパクトは非常に大きいと考える。 
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